
平成26年7月１日現在

総人口 12,374人
男 6,036人
女 6,338人
世帯数 4,936世帯
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地
域
の
日

母
の
日
・

子
ど
も
の
日
・

三
世
代
交
流
の
輪
を
！！

三
世
代
交
流
の
輪
を
！！

親
子
わ
く
わ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

公
民
館
を
活
用
し
よ
う

中
学
生
諸
君
！！

〈大好き！！アンパンマン〉

〈どうなってるの？〉 〈みんなで大笑い (^O^)〉

〈♪忘れがたき、青島～♪〉
・・

　

六
月
二
十
二
日
、
青
島
町
会
・

公
民
館
・
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

に
よ
る
「
母
の
日
・
子
ど
も
の
日
・

地
域
の
日
」
が
青
島
会
館
で
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
と
父
母
、
高
齢
者

の
合
わ
せ
て
百
十
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

行
事
は
六
年
生
の
地
区
長
丸
山

結
仁
君
の
司
会
で
、
町
会
長
さ
ん

他
の
挨
拶
の
後
、
六
年
生
櫻
井
和

馬
君
の
指
揮
で
子
ど
も
達
が
吹
く

リ
コ
ー
ダ
ー
の
伴
奏
に
乗
せ
、
皆

で
手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
っ
て
開
演
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
お
話
し
フ
ァ
ミ
リ
ー

劇
場
で
、
島
内
地
区
で
活
動
す
る

三
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
演
劇
「
蝶
に

な
っ
た
牡
丹
餅
」
な
ど
を
楽
し
み
、

第
二
部
で
は
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

そ
し
て
司
会
者
が
出
演
者
に
お

礼
を
述
べ
た
後
、
茶
話
会
が
始
ま

り
、
三
世
代
が
一
つ
の
部
屋
で
同

じ
も
の
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
会

話
を
交
わ
し
た
り
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
感
想
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
と
、
二
年
生
の
望
月
美

子
さ
ん
は
「
お
ね
し
ょ
の
先
生
の

お
話
が
面
白
か
っ
た
、
全
部
面
白

か
っ
た
」、
四
年
生
の
山
村
昭
雄
君

は
「
ふ
る
さ
と
を
皆
で
輪
に
な
っ

て
歌
っ
た
の
で
盛
り
上
が
っ
た
し
、

劇
で
お
ば
あ
さ
ん
役
の
人
が
逃

げ
た
蝶
を
追
い
か
け
て
僕
の
頭
を

蝶
と
間
違
え
て
触
っ
た
の
で
び
っ

く
り
し
た
」、
六
年
の
藤
村
剛
成

君
と
五
年
の
宮
下
大
和
君
は
「
マ

ジ
ッ
ク
の
仕
掛
け
を
見
破
ろ
う
と

一
所
懸
命
見
て
い
た
、
来
年
も
や
っ

て
く
れ
る
よ
ね
」。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
太
田
会
長
は

「
行
事
が
定
着
し
て
良
か
っ
た
、
お

話
や
劇
、
マ
ジ
ッ
ク
を
子
ど
も
達

が
集
中
し
て
観
て
い
る
姿
を
見
て

私
達
も
元
気
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
長
く
続
け
て
欲
し
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
と
父
母
を
中
心
と
し

た
行
事
に
、
三
世
代
交
流
の
輪
を

広
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
高
齢
者

の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
こ
の

行
事
も
五
年
を
数
え
ま
す
。
社
会

や
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
の

成
長
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　

Ｐ
Т
Ａ
役
員
さ
ん
を
始
め
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

青
島
子
ど
も
育
成
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

望
月
貴
徳

　

島
内
公
民
館
で
は
、
次
の
日
程

で
中
学
生
の
た
め
に
自
習
室
を
開

放
し
ま
す
。
大
い
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

八
月
五
日
（
火
）
～
七
日
（
木
）、

八
月
十
一
日（
月
）～
十
五
日（
金
）

の
八
日
間
。
時
間
は
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で
。

　

七
月
十
二
日
、
ラ
ー
ラ
松
本
、

平
瀬
緑
地
公
園
な
ど
を
会
場
と

し
て
公
民
館
、
図
書
館
、
福
祉
ひ

ろ
ば
の
共
催
で
「
親
子
わ
く
わ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
台
風
一
過
の
好

天
に
恵
ま
れ
、
体
操
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
楽
し
み
ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

町会の宝
町内公民館紹介

町会の自慢はまとまり～犬飼新田～町会の自慢はまとまり～犬飼新田～

島
内
か
ら
団
長
に
！！

第
16
代 
松
本
市
消
防
団
長

　
　
　
　
村
山
孝
信
さ
ん（
青
島
）が
就
任

今
年
は
春
の
運
動
会

島
内
小
学
校

島内公民館ギャラリー島内公民館ギャラリー島内公民館ギャラリー

○平和資料展
　8月11日～8月29日

○島内小学校作品展
　9月1日～9月12日

○郷土美術作家展
　9月16日～10月3日

　

わ
が
犬
飼
新
田
町

会
は
、
奈
良
井
川
の

東
側
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

篠
ノ
井
線
と
国
道
19

号
線
の
間
に
面
し
た

十
三
戸
の
小
さ
な
町

会
で
す
。
小
さ
な
町

会
で
あ
る
が
ゆ
え
、

全
戸
が
親
戚
・
家
族
の
よ
う
で
、

行
き
会
え
ば
挨
拶
を
交
わ
し

会
話
が
弾
み
ま
す
。

　

町
内
の
唯
一
の
神
社
で
あ
る

飯
綱
神
社
は
、
鳥
居
火
山
の
真

下
に
位
置
し
、
国
道
19
号
か
ら

東
に
入
り
篠
ノ
井
線
を
く
ぐ
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
元
旦
に
は
全
戸
が
神

社
に
集
ま
り
、
新
年
の
挨
拶
を

交
わ
し
て
御
神
酒
を
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
四
月
の
春
祭
り
は
、

土
曜
日
の
朝
早
く
か
ら
全
員
で

幟
と
提
灯
を
飾
り
ま
す
。
日
曜

日
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
そ

の
後
境
内
で
直
会
を
行
い
ま
す
。

大
き
な
桜
の
木
の
下
で
戴
く
御
神

酒
に
桜
の
花
び
ら
が
入
り
、

心
地
よ
く
酔
い
が
ま
わ
り
ま

す
。

　

他
の
町
会
の
よ
う
に
多
彩

な
公
民
館
活
動
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
五
月
初
旬
の
「
お
花

見
」
は
焼
肉
と
ビ
ー
ル
で
賑

や
か
で
す
。

　

九
月
の
「
敬
老
会
」
は
、
殆
ど

の
家
が
留
守
に
な
る
く
ら
い
大
勢

の
方
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
皆
で

お
祝
い
し
ま
す
。

　

十
月
の
「
大
運
動
会
」
は
特
に

参
加
者
を
募
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん

が
、
各
々
用
事
が
な
け
れ
ば
お
弁

当
持
参
で
来
て
、
競
技
に
参
加
し

た
り
応
援
を
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
運
動
会
後
は
公
民
館

で
「
収
穫
祭
」
を
開
催
し
、
婦

人
部
の
方
が
準
備
し
た
肉
と
ネ

ギ
が
入
っ
た
す
き
や
き
鍋
を
皆

で
食
べ
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
と

賑
や
か
な
行
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
会
の
自
慢
は
、
ま
と
ま
り

が
あ
り
、
各
々
が
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
行
事
に
進
ん
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
町
会
で
す

が
、
今
後
と
も
島
内
地
区
に
お

け
る
役
割
、
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

犬
飼
新
田
公
民
館
長　

村
山　

俊
雄

　

今
年
、
島
内
小
学
校
は
改
修
工

事
の
た
め
六
月
に
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
で
も
、
近
年
の

気
温
の
上
昇
に
伴
う
熱
中
症
対
策

の
た
め
、
秋
か
ら
春
へ
変
更
し
、

半
日
で
終
わ
ら
せ
る
学
校
も
多
い

よ
う
で
す
。
春
に
変
更
し
た
事
で
、

練
習
の
期
間
も
短
く
、
指
導
す
る

先
生
方
の
ご
苦
労
も
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
た
ち
の
出
場
種
目
が
以
前
よ
り

　

島
内
地
区
の
皆
さ
ん
、
日
頃
は

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

本
年
四
月
二
日
よ
り
松
本
市
消

防
団
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
村

山
孝
信
と
申
し
ま
す
。
私
は
昭
和

六
十
二
年
四
月
に
地
元
第
八
分
団

　

こ
こ
で
松
本
市
消
防
団
の
現

況
を
紹
介
し
ま
す
と
、
平
成
の

大
合
併
に
よ
り
、
三
十
九
ケ
分

団
・
定
員
二
千
百
六
十
九
名
と
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
実
団
員
は

二
千
六
十
七
名
で
定
員
割
れ
の
状

態
で
す
。

　

当
八
分
団
も
定
員
に
届
い
て
い

さ
れ
て
い
ま
す
。
松
本
市
南
部
地

震
で
も
消
防
団
は
即
活
動
を
開
始

し
、
被
害
状
況
の
確
認
・
屋
根
の

仮
復
旧
用
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
配
布

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
守

る
」
を
基
本
理
念
に
奉
仕
の
精
神

で
活
動
し
て
い
る
消
防
団
は
、
今

若
い
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
各
地

区
の
分
団
で
は
女
性
団
員
も
加
入

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
活

動
に
協
力
し
た
い
、
ま
た
興
味
の

あ
る
方
は
、
消
防
団
員
も
し
く
は

市
消
防
防
災
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
世
代
を
超
え
た
交
流

の
場
で
あ
る
消
防
団
へ
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
島
内
地
区
の
無
災
害

を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

松
本
市
消
防
団
団
長  

村
山　

孝
信

ま
せ
ん
。
人
口
は
他
地
区
に
比
べ

か
な
り
多
い
は
ず
で
す
が
、
逆
に

「
自
分
が
活
動
し
な
く
て
も
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
」
と
の

思
い
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
を
始
め
、
各

種
災
害
に
よ
り
地
域
の
絆
が
見
直

☆
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
五
月
十
八
日
）

○ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

　
　

優　

勝  

島
高
松

○ 

卓
球
の
部

　

   

優　

勝  

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

○ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

　

 

● 

団
体
戦

　
　

優　

勝　

南
中

　
● 

個
人
戦

　
　
優　

勝　

塩
原　

光
和

　
　
　
　
　
　
　
（
平
瀬
川
西
）

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
七
月
六
日
）

　
　

優　

勝　

島
高
松

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
七
月
六
日
）

　
● 

男
子
の
部

　
　

優　

勝　

町

　
● 

女
子
の
部

　
　

優　

勝　

青
島

に
入
団
し
、
平
成
十
九
年
に
分
団

長
、
平
成
二
十
年
よ
り
三
期
六
年

の
副
団
長
を
経
て
現
在
に
至
り
ま

す
。
八
分
団
三
役
の
時
に
は
、
町

会
役
員
、
各
種
団
体
役
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

減
少
す
る
な
ど
、
運
動
会
も
少
し

ず
つ
そ
の
形
が
変
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
。　
　
　

            

（
M
）


